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1. はじめに 

平成 21 年通信利用動向調査（総務省）[1]によれば，イ

ンターネット利用者数は 9408 万人と前年に比べ 317 万人

の増加，人口普及率は 78.0%となっている．また，80 歳

以上の年齢層でのインターネット利用率は 18.5%となって

おり，幅広い年齢層でインターネットが利用されている．

また，ブログや SNS の急速な普及により，容易に Web ペ

ージの制作が可能になっているため，Web を利用する誰

もが扱えるようにリッチコンテンツを含む Web アクセシ

ビリティ[2]を考慮した Web サイトの設計が求められてい

る． 

Web を利用するときによく目にするのがボタンである．

ボタンは，様々な形状やサイズがあり，複数使用される

のが一般的である．しかし，ボタンサイズや配置間隔，

デザインには明確な評価基準が設定されていない．しか

し，Web アクセシビリティの向上にはこれらの基準が必

要であると考えられる． 

本稿では，Web サイトにおける基本操作として，特に

リッチコンテンツを含む Web ページに用いられている，

動きのあるボタンへのマウスカーソルのポインティング

およびクリック動作に着目した．条件呈示から操作まで

の反応時間を計測することで，ボタンのデザインおよび

配置がアクセシビリティに与える影響について分析を行

った．特に，Adobe Flash を用いた RIA におけるボタンの

視認性，操作性について実験を行った．さらに，アクセ

シビリティの向上を目指したボタンの設計について検討

する． 

2. 実験 

2.1 被験者と実験環境 

21～24 歳の本学の男子学生 10 名の健常者を被験者とし

て反応時間の計測実験を行った． 

2.2 ボタンの属性 

ボタンの見た目のデザインは共通であり，高さ 40px，

幅 40px を基本サイズとする．デザイン 1 は，ボタンの領

域内にマウスカーソルを合わせた時に緩やかに拡大する．

デザイン 2 は，マウスカーソルを近づけると緩やかに拡大

する．デザイン 3 は，マウスを近づけると右方向へスライ

ドする．ボタンのサイズ比率は基本サイズに対して，80%，

100%，120%の計 3 種類の比率を用意した．配置間隔は

0px，10px，ボタンと同じ高さの 3 種類を用意した．なお，

ボタンのラベルもボタンに合わせて大きさが変化する． 

2.3 実験方法 

反応時間計測実験のために専用プログラムを Adobe 

Flash CS4 Professional を用いて作成した．プログラム実行

画面を図 1に示す． 

 

図 1 プログラム実行画面 

被験者が画面中央に配置された“問題ボタン”（2）を

１度クリックすると，問題ボタン上部に「～ボタンを押

してください」といった指示文が表示される．被験者は

その指示文に従って，画面左側に垂直に配置された 5 つの

ボタン群（1）のうち，指示と一致するボタンをクリック

する．問題ボタンクリックから指示と一致するボタンの

クリックまでを 1 試行とする． 

2.4 ボタン呈示条件 

実験では，問題ボタンをクリックすると，ボタン呈示

条件がランダムに選択されて表示される．また，5 つのボ

タンのラベルは，被験者がボタンの位置を覚えてしまう

ことが無いように，問題ボタンのクリック時に 1～5 の数

字がランダムに割り当てられる． 

呈示条件はデザイン 1 つにつき 9 パターン，計 27 パタ

ーンを用意した．各条件で 5 回の計測を行い，試行回数を

計 135 回とした．これらを 3 種類のボタンそれぞれについ

て行った．呈示条件を図 2に示す． 

 

図 2 ボタンの呈示条件 
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3. 結果分析 

3.1 デザインによる反応時間と標準偏差の比較 

デザインによる反応時間と標準偏差の比較を図 3に示す． 

図 3より，反応時間の平均値はデザイン 2 が最も短いこ

とが確認された．デザイン 3 は他のボタンと比較すると反

応時間の平均値が長いことが確認された．反応時間の標

準偏差値はデザイン 2 の際に最も小さくなった．また，デ

ザイン 3 は最も反応時間の標準偏差値が大きくなることが

確認された． 
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図 3 デザインによる反応時間と標準偏差の比較 

3.2 サイズ比率による反応時間と標準偏差の比較 

サイズ比率による比較を図 4に示す． 

図 4より，ボタンのサイズ比率が大きくなると反応時間

の平均値は短くなる傾向が確認された．反応時間の標準

偏差値は，サイズ比率が 100%のときに最も小さくなり，

100%より小さくても大きくても反応時間の標準偏差値が

大きくなることが確認された． 
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図 4 サイズ比率による反応時間と標準偏差の比較 

3.3 配置間隔による反応時間と標準偏差の比較 

配置間隔による反応時間と標準偏差の比較を図 5に示す． 

図 5より，ボタンの配置間隔が広がると，反応時間の平

均値が長くなる傾向が確認された．反応時間の標準偏差

値も同様であった．特に，配置間隔がボタンの高さと同

じ際は，他の条件よりも値が大きくなっている． 
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図 5 配置間隔による反応時間と標準偏差の比較 

4. 考察 

図 3より，デザイン 2 が最も反応時間の平均値が短く，

マウス操作が素早く行われているといえる．デザイン 2 は

マウス近づけるとボタンが大きくなる．マウスとボタン

の距離が短くなったため，マウス操作が素早く行えるよ

うになったと考えられる．また，デザイン 3 は反応時間の

平均値が長く，反応時間の標準偏差値も大きくなった．

デザイン 3 は他のデザインと比較してボタンの動作が大き

く異なっていることが要因と考えられる． 

図 4より，サイズが大きくなると反応時間の平均値が短

くなる傾向がある．しかし，反応時間の標準偏差値で比

較するとサイズ比率が 100%の際に最も値が小さくなり，

80%，120%の際は値が大きくなる．サイズ比率 80%の際

は，ボタンが小さくなったことによるラベルの見にくさ

が要因だと考えられる．120%の際は，ボタン領域が大き

くなったことによる個人差が要因と考えられる． 

図 5より，配置間隔を変更した場合，間隔が広がるにつ

れ反応が遅くなっている．これは押しやすさの違いによ

るものではなく，間隔が広がったことが要因と考えられ

る．同様に，標準偏差の値もマウスの移動距離に影響を

受けていると考えられる．配置間隔については先行研究[3]

と同様の結果となった． 

5. まとめ 

見た目のデザインは変えずに動作のデザインの異なる

ボタンを用いて反応時間計測実験を行った．サイズ比率，

配置間隔を含めた呈示条件での反応時間の分析を行い，

デザイン 2，サイズ比率 100%，配置間隔 0px の際の反応

時間が最も短いという結果が得られた． 

今後は，ボタン押下時の座標，マウス操作の軌跡の分

析を進める必要がある．また，他の評価項目の設定や分

析方法を用いて様々な角度からアクセシブルなボタンに

ついて調査していきたい． 
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